




















が、その中心的な役割を担うのは、ほとんどが母親である（Brown & Barbarin 1996、戈木 1999、Yeh 2002、





























































































































































































































































































































































































































10　 ディクソン -ウッズらはこれを、「近接性の義務（obligation of proximity）」と呼び、子どもの治療中に母親に求められる








にとって、「二次的、周辺的な役割（secondary or peripheral role）」であり、そのために費やす時間も労力も総
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